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１．事業の概要

事業所名

旭バイオ株式会社

（２） 代表者

　　　　　代表取締役社長　　岡野　勇

（３） 所在地

　　　　　本　社：〒289-2611　千葉県旭市倉橋字和田戸1番　　

　　　　　事業所：〒289-2611　千葉県旭市倉橋字和田戸6番１　　

（４） 環境管理責任者及び連絡先

環境管理責任者：　網中　智子

Tel:　0479-85-8422　Fax:　0479-85-8423

E-mail:asahibio@basil.ocn.ne.jp.

（５） 事業の内容

食品残さ、動植物性残さ及び汚泥の堆肥化事業（発酵による中間処理）

（６） 法人設立年月日

平成22年8月4日

（７） 資本金　1,050万円

（８） 許認可業務

・事業区分：発酵による中間処理

● ●

※1 ※2

※3 ※3

※1　食料品製造業に係るものであって、有機性のものに限る。

※2　これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものは除く。

※3　「石綿含有産業廃棄物」、「水銀使用製品産業廃棄物」、「水銀含有ばいじん等を

含む」は処分できない。

（９） 車両

・２ｔダンプ　，４ｔダンプ　　各１台

・パワーショベル　1台（バケット容量0.45㎥）

・ショベルローダー　3台（バケット容量0.7㎥（２台），１㎥（1台））
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許可年月日
及び

有効期限
許可番号

都道府県
・政令市

産業廃棄物処分業

01220214724千葉県
2020年4月23日
2025年4月22日

許可品目（●）
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（１０）処理工程図
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（１１）施設の状況

（１２）事業規模

汚泥・動植物性残さ　２１．４㎡/日（処理能力）

３１９㎡

５１１㎡

汚泥　２１．３㎡/日（処理能力）

３１９㎥

３３３㎡

５２㎡　　５８㎡

３４㎥　　３８㎥

４６㎡　　５１㎥

３４㎥　　３８㎥

５２㎡　　５８㎡

１９８㎡　４７７㎡

１．０㎡　１．０㎡

１．０㎡　１．０㎡

１．０㎡　１．０㎡

廃プラスチック保管施設

一次発酵施設

二次発酵施設

処理前物保管施設

動植物性残さ保管施設

発酵施設（下水汚泥系）

動植物性残さ保管施設

残さ物保管施設

動植物性残さ保管施設

動植物性残さ及び食品汚泥保管施設

下水汚泥保管施設

処理後物保管施設

木くず保管施設

1

1

1

1

施設の種類

発酵施設（食品系）

一次発酵施設

二次発酵施設

数量

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

敷地面積(駐車場含む)（㎡） 10,265 10,265 10,265

項　　目 2019年度 2020年度 2021年度

売上高(百万円) 18 83 178.2

従業員(人) 8 8 8

事務所床面積(㎡) 32.19 32.19 32.19

（2019年8月

～2020年7月）

（2020年8月

～2021年7月）

（2021年8月

～2022年7月）

処理能力又は保管量

紙くず保管施設
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（１３） 環境組織図

（合計：役員含め　8名）

人員配置

・環境経営方針の決定　・経営における課題とチャンスの明確化
・マネジメントレビューの実施　・環境管理責任者の任命　・必要な経営資源の投入

正社員

合計

維持管理部門

各部門 ・環境経営計画の実施　・月別部門データの集計　・問題点の把握と是正の実施

事務部門
（EA21事務局）

責任者：網中　智子

0

2

2

0

2

事務部門

2

2

4 8

車両管理部門

2

維持管理部門
（飛散、振動、騒音管

理）
責任者：岡野　俊

車両管理部門
（飛散防止、交通整理）

責任者：関根　征也

代表取締役社長
岡野　勇

環境管理責任者
網中　智子

環境会議

合計

6

環境管理
責任者

環境会議

・環境経営システムの確立・実施・維持　　・社長見直し時にEA21活動状況報告

・環境マネジメントに関する審議　・環境目標、活動計画に関する審議等

2

担当 役割　・　責任　・　権限

社長

・EA21の活動状況まとめ　・教育・訓練、緊急事態対応テストの連絡等
EA21

事務局

パート・
派遣
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（１４）環境への負荷の状況

購入電力 kwh 55,392 88,659

化石燃料（軽油） ℓ 6,678 10,310

⑤水使用量 地下水（推定値） ㎥ 53 53

⑥化学物質使用量 グリオキサール ℓ 48 48

3,542 5,681②受託した汚泥、動残さ

焼却処分量 ｔ 0 0

⑦エネルギー使用量

※1 電気の二酸化炭素排出係数は2022年2月に環境省公表の電気事業者別排出係数の東京電
力エナジーパートナー（株）の調整後排出係数「0.447kgーCO２」を使用した。

⑧物質使用量
資源使用量（ｺﾋﾟｰ用紙） kg 24 24

循環資源使用量 ｔ 0 0

環境への負荷 単位

2020年度 2021年度試行期間

2021年2月～
2021年7月

2022年2月～
2022年7月

①温室効果ガス排出量 ※1二酸化炭素排出量 kg-CO2 41,989 66,230

受入量 ｔ 3,542 5,681

④当社廃棄物排出量
一般廃棄物（可燃ごみ） kg 30 30

産業廃棄物 ｔ

処分量 ｔ

0 0
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２．環境経営方針

旭バイオ株式会社は、これまで大半が焼却処分であった産業廃棄物の汚泥
及び動植物性残さを堆肥化する事業を通じて、資源循環利用を促進します。

さらに、資源循環利用を積極的に促進することより化石燃料の節減とＣＯ₂の

抑制に寄与し、延いてはＳＤＧｓに貢献します。

また、法令を遵守し、地域社会において信頼される企業を目指します。

１．旭バイオ株式会社は具体的に次の項目にコミットします。

①　構内施設の堆肥化作業等における使用電力量を削減する。

②　構内重機作業に伴う軽油燃料の使用量を削減する。

③　資源循環利用量を拡大する。

④　水資源使用の節約に努める。

⑤　自社で発生する廃棄物の排出量削減に努める。

　  これらについて環境経営目標・経営計画を定め、定期的に見直しを行い、

　SDGｓへの貢献を踏まえて、継続的な改善に努めます。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．環境経営方針を従業員へ周知し、環境経営を推進します。

４．エコアクション２１を通じて、ＳＤＧｓに貢献します。

2022年02月01日制定
旭バイオ株式会社

代表取締役 社長　岡野　勇

＜行動方針＞

＜基本理念＞

旭バイオ株式会社
環境経営方針
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３．エコアクション２１活動とＳＤＧｓの関連性
弊社のＥＡ２１活動（行動指針）とＳＤＧｓ１７目標との関連性を下記に示します。

GOAL６：全ての人々の水と衛生の利用可能性と持続的な管理を確保する

行動指針　④　水資源使用の節約に努める。

【取組例】・スクラバー用水使用量の維持管理

GOAL７：全ての人々の安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギー

へのアクセスを確保する

行動指針　 　　　　①　構内施設の堆肥化作業等における使用電力量を削減する。

②　構内重機作業に伴う軽油燃料の使用量を削減する。

【取組例】・電気使用量の削減

・軽油使用量の削減

GOAL11：包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続的な都市およ

び人間住居を再現する。

行動指針 ⑤　自社で発生する廃棄物の排出量削減に努める。

【取組例】・自社からの廃棄物排出量削減

GOAL12：持続可能な生産消費形態を確保する

行動指針　③　資源循環利用量を拡大する。

【取組例】・産業廃棄物（汚泥、動植物性残さ、食品残さ）の受入量の拡大

GOAL13：気候変動およびその影響を軽減するための緊急対策を講じる

行動指針　 　　　　①　構内重機作業に伴う軽油燃料の使用量を削減する。

②　構内施設の堆肥化作業等における使用電力量を削減する。

【取組例】・電気使用量の削減

・軽油使用量の削減
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４．環境経営目標（3ヶ年）

2021年2月～2022年1月のデータ平均値に±1.5s（標準偏差）分を加減した数値を基準値とした。

５．環境負荷の実績（2021年度試行期間（2022年2月～7月））

※電力由来の二酸化炭素の排出係数は、2022年2月に環境省が公表した「電気事業者別排出係数」

から東京電力エナジーパートナー株式会社の調整後排出係数『0.447kg-CO2/kWh』を使用した。

kg₋CO２

ℓ

125～129　　pa

実施

3

4

5

軽油使用量の削減

産業廃棄物の受入量
の拡大

‐26.2％

kwh

ｔ

pa

14,777

1,718 ℓ/月

※電力使用量の削減

‐41.9%

- 現状維持

519t/月以上

120pa～140pa維持管理

16,369kwh/月以下

・基準値は、2020年度（8月～7月）は事業を立ち上げたばかりで、データのばらつきが大きいので、

環境経営目標項目 単位
（2021年2月～2021年7月）

kg₋CO2/月11,038

947 ｔ/月

（参考）
二酸化炭素排出量

★評価

◎

◎

○

◎

1 ‐9.7％

＋82.4%

100%

NO

2

○

○

14,948kg₋CO２/月以下＊

水使用量の削減

事務所ゴミの削減

kwh/月

②管理値逸脱時の修正 ②管理値逸脱時の修正 ②管理値逸脱時の修正

現状維持 現状維持

達
成
手
段

目標

100%

①資源ごみの分別徹底

②書類のペーパーレス化

①資源ごみの分別徹底

②書類のペーパーレス化

★評価の目安：　◎（目標±10％以上達成）○（目標達成）×（目標未達）××（目標±10％以上未達成）

①マノメーター数値の管理①マノメーター数値の管理①マノメーター数値の管理

2,958ℓ/月以下

達
成
手
段

目標

①資源ごみの分別徹底

②書類のペーパーレス化

対目標増減率
（％）

目標値 試行期間実績値

（2022年2月～2022年7月）

達
成
手
段

目標・達成手段又は環境活動

③車両整備の徹底

①攪拌設備の適正運用

②空調機の適正温度管理

①攪拌設備の適正運用

②空調機の適正温度管理

①攪拌設備の適正運用

②空調機の適正温度管理

③車両整備の徹底

①重機作業の効率化

②空ふかしの禁止

③車両整備の徹底

①重機作業の効率化

②空ふかしの禁止

環境経営方針

二酸化炭素
排出量の削
減

基準値:
15,099
kg₋CO２/月

資源循環利
用の拡大

1％削減（16,369kwh/月/以下） 2％削減（16,204kwh/月/以下） 3％削減（16,039kwh/月/以下）

1％拡大（519t/月/以上）

120pa～140pa維持管理 120pa～140pa維持管理 120pa～140pa維持管理

①重機作業の効率化

②空ふかしの禁止

①営業活動の拡大

②新規顧客の獲得

①営業活動の拡大

②新規顧客の獲得

①営業活動の拡大

②新規顧客の獲得

＊（参考）二酸化炭素排出
量

目標
1%削減
(14,948kg-CO2/月以下）

2%削減
(14,799kg-CO2/月以下）

3%削減
(14,646kg-CO2/月以下）

2％拡大（524t/月/以上） 3％拡大（529t/月/以上）

現状維持

目標

達
成
手
段

目標

達
成
手
段

目標

水使用量の
削減

自社で発生
する廃棄物
排出量の削
減

4　スクラバー
の水使用量の
維持管理（マ
ノメーター監
視による定常
作業の維持）

5　事務所ごみ
を削減する
（現状維持に
努める）

2021年度（2022年2月～7月） 2022年度（2022年8月～7月） 2023年度（2023年8月～7月）
環境経営目標

2　軽油使用量
の削減
基準値：
2,988ℓ/月

1　電力使用量
の削減
基準値：
16,535kwh/月

3　産業廃棄物
（汚泥、動植
物性残さ）の
受入量の拡大
基準値：514t/月

1％削減（2,958ℓ/月/以下） 2％削減（2,928ℓ/月/以下） 3％削減（2,898ℓ/月/以下）
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１　電力使用量の削減

　2月からの活動開始後、5月,6月の単月で目標値オーバーがあったが、それ以外は順調

に目標を達成できた。攪拌設備の適正運用を探求しながら次年度も引き続き推進する。

２　軽油使用量の削減

　重機作業の効率化、省エネ運転教育を実施の結果、大きく目標を達成できた。現場作

業者の成果と考えるが、現在の活動を定着させて、次年度へ継続する。

＊　（参考）二酸化炭素排出量の削減

　電気使用量と軽油使用量の削減による二酸化炭素排出量の削減を参考目標として取り

組んだ。上述のように1，2の両テーマの改善活動の効果が現れ、参考目標だが二酸化炭

素量排出量の削減目標を達成できた。今後も重機作業の効率化及び攪拌設備の適正運用

の最適化の探求を継続する。

３　産業廃棄物の受入量の拡大

　コロナ禍の影響で得意先の事業活動が細り、排出量が減少傾向にあるも、積極的な営

業活動により、目標は達成できた。次年度も継続し、精力的に活動する。

４　水使用量の削減

　事業活動における水使用量はスクラバーの井水に限られており、スクラバーの水量管

理を適切に行うことにより、余分な井水を使用しないことを目的に取り組んだ。

マノメーター管理値は１年を通して適正な水準にコントロールできており、管理値の

逸脱はなかった。マノメータ管理を継続実施する。

５　事務所ゴミの削減

　分別はこれまで行っていたが、活動を機に徹底して分別を実施した。また、事務所の

ペーパレス化も行ったが、もともとの原資が小さいため現状維持が精一杯である。

引き続き推進する。

６．環境経営計画への取組結果と評価及び次年度の取組

試行期間の取組結果　(活動期間：2022年2月～2022年7月)

結果の記号：○----取組んでおり問題なし　　

△----取組んでいるが一部まだ問題がある

×----未実施

③車両整備の徹底

環境経営目標

２軽油使用量の削減

１電力使用量の削減

②管理値逸脱時の修正 ○

①資源ごみの分別徹底 ○

３産業廃棄物の受入量の拡大

４水使用量の削減

５事務所ゴミの削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量

①重機作業の効率化 ○

②空ふかしの禁止 ○

③電気設備の稼働効率向上

取組 結果

①マノメーター数値の管理 ○

継続する

継続する

○

①攪拌時間の適正化

継続する

継続する

○

②空調の適正温度管理 ○

次年度の取組

継続する②書類のペーパーレス化 ○

○

①営業活動の拡大 ○

②産廃業者へのPR △

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する

継続する
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７．次年度（2022年度）の環境経営目標と環境活動計画の内容
　2022度（2022年8月～2023年7月）

８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
2022年8月に遵法状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありません。

また、関係当局より違反、訴訟等の指摘もありません。

主な関連法規は下記の通りです。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律　・食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律　

・肥料取締法　・道路交通法・労働安全衛生法　・悪臭防止法　等。

９．代表者による全体の評価と見直し結果
　はじめての環境活動ではありましたが、試行期間の6か月間は戸惑うことはあったものの大

きな問題も発生することなく活動を終えることができました。

したがって、環境経営方針、環境経営目標及び計画、実施体制に変更はありません。

　次年度からは1年間を通しての活動となるため、試行期間の活動を振り返りながら、滞りな

く準備をしたいと思います。しかし、一方で活動を通して強く感じたことは問題が発生してか

ら対処する組織ではなく、問題が発生する前に先手を打てる組織づくりが重要だと感じました。　

 エコアクション21をツールとして、問題が発生する前に先手を打てる組織に少しでも近づける

ように絶えず努力を続けたいと思います。

現状維持（5kg/月）

①資源ごみの分別徹底
②書類のペーパー―レス化

基準年度
（基準値）

2020年度電力使用量

（16,535kWh/月）

2020年度軽油使用量

（2,988ℓ/月）

2020年度軽油使用量

（15,099kg₋CO２/月

以下）

2020年度産業廃棄物の
受入量実績値

　（514 ｔ/月）

マノメーター管理値

　120pa～140pa

　一般廃棄物
　

　（60kg/年）

達
成
手
段

2％削減（14,799kg₋CO２/月以下）

上記１，２テーマの達成手段を
もって今テーマの達成手段とする

＊（参考）二酸化炭素排出量の削減

2020年度二酸化炭素排出量に対し、
2022年度までに２％削減する。

NO

1

2

3

4

5 事務所ゴミの削減

自社からの廃棄物排出量削減
（現状維持に努める）

達
成
手
段

①マノメーター数値の管理
②管理値逸脱時な修正

維持管理

目標達成手段又は環境活動

2022年度

①攪拌時間の適正運用
②空調の適正温度管理

環境経営目標

電力使用量の削減

2020年度の電力使用量に対し、
2022年度までに２％削減する。

産業廃棄物の受入量の拡大

2020年度汚泥、動植物性残さ受入
量に対し、2022年度までに２％拡
大する。

①営業活動の拡大
②新規顧客の獲得

水使用量の削減

スクラバー用水使用量の維持管理
（マノメーター監視による定常作
業の維持）。

目標

達
成
手
段

達
成
手
段

達
成
手
段

達
成
手
段

　2％削減（2,958ℓ/月以下）

①重機作業の効率化
②空ふかしの禁止
③車両整備の徹底

　2％削減（16,204kWh/月以下）

　2％向上（524t/月以上）

軽油使用量の削減

2020年度重機軽油使用量に対し、
2022年度までに２％削減する。
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